
ＢＣＡＯアワード２０２０審査結果 
 

BCAOは、事業継続計画（ＢＣＰ）に関する表彰を 

毎年実施しています。今回は１５回目となります。 

 

特定非営利活動法人 事業継続推進機構(BCAO)は、日本の事業継続(BC)の普及に資するため、その普

及、実践等に貢献した個人・団体を表彰する「BCAO アワード 2020」の受賞者を、この度、下記のと

おり決定いたしました。本アワードは 2006年度に創設され、今回が 15回目の表彰となります。 

なお、授賞式につきましては、現在もコロナ禍が収束していない状況に鑑み、オンラインを念頭に検

討中です。受賞者の方の内容発表につきましては、当機構が実施するセミナーや月例会勉強会において、

多くの方に参考にしていただけるよう内容についてご発表いただく予定です。 

 

各賞受賞者一覧 

【事業継続部門】 

賞 受賞者 タイトル 

大  賞 該当なし  

特別賞 

優秀実践賞 
株式会社丸和運輸機関 丸和運輸機関グループBCP策定による社内防災啓蒙 

優秀実践賞 

人づくり・訓練賞 
富士産業株式会社 

医療・福祉は止められない！食事の提供も止められ

ない！ 

－医療・福祉給食の特徴をふまえた食の継続－ 

優秀実践賞 

企業防災賞 
株式会社興和工業所 ＢＣＰ・ＦＣＰで地域社会と共存・共栄する 

優秀実践賞 白鷺電気工業株式会社 熊本地震を経験した中での事業継続に向けた取組み 

優秀実践賞 株式会社東亜セイコー BCP対策は考え方次第 ～できることから着実に 

優秀実践賞 
山仁薬品株式会社 

山仁産業株式会社 
事業継続の真の価値 

奨励賞 株式会社タカミエンジ 今私たちにできる対策づくり 

（同一賞につきましては、組織名の五十音順にて記載しています） 

 

【防災部門・事業継続部門】 

賞 受賞者 タイトル 

企業防災賞 

奨励賞 
三承工業株式会社 SUNSHOW防災プロジェクト 

 



選考に当たり重視させていただいた点 

【事業継続部門】 

■ 特別賞、優秀実践賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

株式会社丸和運輸機関 

陸運及び３PL事業を手掛ける同社は、阪神・淡路大震災での復旧への貢献、東

日本大震災での燃料確保や物流支援など、災害復旧への貢献を続けてきた。2019 

年～2020 年の 2 年間で、全国 161 か所の事業拠点で BCP（小規模拠点では

防災計画）を策定し、自社の事業継続力を見直す全社的訓練も行っている。さ

らに、「BCP 物流事業」を発足させ、災害時の物流支援を通じて平常時のビジ

ネスの信用力を高める事業展開を行っている。また、同社グループ関連団体の

一般社団法人 AZ-COM丸和・支援ネットワークの参加企業に呼び掛けて中小企

業庁の「連携事業継続力強化計画」策定に取り組み、北海道、東北、関東、関

西、中四国、九州 6エリアで、中小運送企業会員（全体合計で 50社）が連携事

業継続力強化計画の認定を受けるなど、災害時物流の強化に貢献している。 

 

■ 優秀実践賞、人づくり・訓練賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

富士産業株式会社 

医療給食、介護・福祉・産業給食等の受託業務の企画・開発サービスを担う同

社は、2017 年 4 月より本社部門長を中心にＢＣＰ検討に着手し、ISO22301、

レジリエンス認証を取得している。自社の供給責任を重視して重要業務を絞り

込み、事業所で調理ができない場合の代替手段として「キッチンカー」を活用

して「調理」を継続する戦略を立て、さらに冷凍の食事提供の活用にも代替手

段を広げている。キッチンカーでの食事提供の訓練を、イベント参加も含めて

実施し、また、対応時間計測等により課題の抽出と改善を行っている。2019 年

度より全国 28 事業部に BCAO の事業継続管理者を「BCP 推進役」として設置

し、自部門で重要業務を継続するためのシミュレーションを行うなど、BCを推

進する人材の積極的な確保・育成に取り組み、体制も整備している。 

 

■ 優秀実践賞、企業防災賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

株式会社興和工業所 

溶融亜鉛めっきを中心とする総合エンジニアリング企業である同社は、「地域社

会との共存」を基本理念とし、他社代替が困難な技術を使用しているめっき炉

の機能維持のため、災害によるガス供給停止に備えた都市ガスの LPG代替など

独自のラインの設計・工夫を行っている。愛知県内 10拠点、三重県 1拠点の事

業所のそれぞれの事業内容・立地環境に合った BCMとするため、工場等を４つ

のブロック化して取り組むなど拠点の特性を踏まえた BCP策定方法を採用し、

南海トラフ巨大地震を強く意識した取り組みを実施している。さらに、FCP

（Family Continuity Plan）と呼ぶ社員の家庭における防災を含めた普及啓発活

動を全社的に展開しており、QC 活動等と合わせて取り組む防災訓練も実施し

ている。 

 

 

 

 

 



■ 優秀実践賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

白鷺電気工業株式会社 

熊本県を中心に九州で「くらしと産業の礎をひらく」電気工事等を営む同社は、

災害時の迅速な電力設備復旧により地域社会に貢献してきた。社員の安心安全

を社是とし、熊本地震等の被災及び対応経験を踏まえて心のケアの側面も強化

するなど、従業員を守り事業継続に強い組織作りを進めている。また、熊本地

震を機に災害時の拠点機能を有する本社社屋を新築し移転した。地域、業界、

サプライヤーとの連携を深め、協定を検討するなどBCPの推進に貢献している。

日本政策投資銀行の「DBJ BCM格付」を取得するなど BC面での評価も得てお

り、熊本地震発生後の対応に対して九州電力㈱及び関連会社より感謝状を授与

されるなど、地元での活動も評価を得ている。 

株式会社東亜セイコー 

制御装置・機械の設計開発および製造を手掛ける同社は、主要取引先からの要

請でサプライチェーンの一員として BCPの取組みを開始し、社長自らがリード

して社員のモチベーションを維持しながら BCM を経営の中に活かせるよう推

進している。社内の優先事項として防災対策、耐震基準に満たない社屋の建替

えに加えて、BCP 策定、仕組みづくり、非常時対応ルールの整備等を進め、レ

ジリエンス認証も取得している。また、BCP に関する施策を行ううえで経営者

として「通常業務でもプラスの効果を出せるようにする」ことを意識している。

サプライチェーンの中の重要企業として、無理なく BCPを取り入れて継続して

いくための具体的な実践事例として評価できる。 

山仁薬品株式会社 

山仁産業株式会社 

医薬品製造企業向けの乾燥剤の加工製造販売を行っている同社は、同業が少な

い供給責任の重い事業者としての強い認識のもと、競合他社との連携を行うと

ともに、緊急時の輸入の代替、さらには、日本が大災害でインフラも止まり人

も確保できない場合に備えて第二の製造拠点としてカンボジア工場を設立し、

代替戦略を重視した BCの取組みを行っている。レジリエンス認証も取得してお

り、本社の ITシステムが止まっても継続できるバックアップ体制を構築してい

る。さらに、従来の B to B の事業である乾燥剤関連事業から、B to Cのビジネ

スであるヘルスケア関連事業に取り組むことで、「儲かる BCP」を競合他社との

協同戦略として実施している。 

 

■ 奨励賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

株式会社タカミエンジ 

大阪で電気設備事業を手掛ける同社は、BCP セミナーを開催して防災や BCP

の必要性、BCP に必要な機器などの普及啓発を図り、社内体制では感染症対応

マニュアルの作成等により事業継続の備えを行い、日々異なる現場にいる電気工

事担当者の特性を踏まえGoogleハングアウトを用いた緊急連絡用チャットで安

否確認や出退勤管理も導入している。この体制は 2019年に発生した台風でも情

報発信・共有に活用された。BCP セミナーには社長自らが登壇し、トップが積

極的に取り組んでいる姿勢も評価される。現在は、初動対応に力を入れているが、

今後の事業継続に関する取り組みの発展に期待できる。 

 

 

 

 

 



【防災部門・事業継続部門】 

■ 企業防災賞、奨励賞 

タイトル 選考にあたり重視させていただいた点 

三承工業株式会社 

住宅建設を手掛ける同社は、会社全体が防災に取り組む「SUNSHOW防災プロ

ジェクト」を立上げ、ママ社員が中心の夢子プロジェクトで、国土強靭化計画に

基づいた指標を作成し、事業を通して社会の課題解決に取り組んでいる。災害時

に避難できる「キャンプできる庭」、「避難所活用できるモデルハウス」など SDGs

を経営戦略の中核においた取り組みを行い、地域の子供たちと連携した防災を学

び、外国人を巻き込んだ地域防災などにも積極的に関わり、その活動は国土強靭

化 民間の取り組み事例集への掲載などで幅広く評価されている。また、地域の

復興計画を含めた BCPの策定に取り組んでおり、今後の事業継続に関する取り

組みの発展にも期待できる。 

 

 

 

BCAOアワード選考委員会では、2020年 11月 16日～2021年 2月 28日の募集期間に応募があった

ものについて、次の観点から厳正なる審査を行いました。 

 

◆選考方法、基準等 

〇事業継続部門：趣旨に記載した表彰対象の内容について、 

・ 優れた取組みで特に見るべき特徴のあるものを「特別賞」 

・ 優秀な BCPの策定・BCMの実施で範となるものを「優秀実践賞」 

・ BCのための人づくり、訓練の手法の紹介や実践事例で優れたものを「人づくり・訓練賞」 

・ 今後の取り組みに期待できるものを「奨励賞」 

とします。BCに関わる成果を広く知らしめることを重視するため、公表履歴の多いものをより評

価しますが、実践の場合にはこの限りではありません。 

 

〇防災部門：企業や企業を中心とする地域の防災への取組で 

・ 特に見るべきものがあると評価されるものを「企業防災賞」 

とします。 

 


